
1．工作キット教材の開発背景

愛知教育大学・技術教育講座では2002年から，「た
のしいものづくり」の活動の一環として，「大学版も
のづくり教室」や「出前版ものづくり教室」の活動を
行なっている。この取り組みは2005年から2008年ま
では愛知教育大学「特色ある大学教育支援プログラム

（GP）」採択事業として，2009年から2012年は愛知教
育大学「科学・ものづくり教育推進に関する拠点づく
りの取り組み」事業，2013年から2018年は北海道教
育大学，愛知教育大学，東京学芸大学，大阪教育大学
を中心に，教員養成教育が共通して抱える諸課題を協
動して解決できる体制を作り，全国教員養成系大学と
のネットワークを構築し，教員養成の高度化の支援シ
ステムを構築する「大学間連携による教員養成の高度
化支援システムの構築（HATOプロジェクト）」（国
立大学改革強化推進事業）の一環である「理科離れ克
服の科学・ものづくり教育の推進プロジェクト」で行
われた。一方筆者の北村は前任校で，2007年から形
状記憶合金を使った出前授業を小学生に対して行なっ
た。また2009年に愛知教育大学に異動後，形状記憶
合金を使ったものづくり教室を現在まで行なってい
る。今回の工作キットの共同開発のきっかけは，この
ようなものづくり教室の取り組みが元になっている。

2．形状記憶合金を用いたものづくり教室 1）

大学版ものづくり教室では，実際に形状記憶合金で
動くおもちゃを作ることにより，あたためるとあらか
じめ記憶した形状に戻る「形状記憶合金」を実際に触
れる体験とともに，製作の中で色々な工具を扱うこと
により，機械に関するものづくりの体験を重視して取
り組んでいる。2009年は，「形状記憶合金で熱エンジ

ンをつくろう」と題して，大小2つのプーリの間に，
環状につなげた直線記憶されている形状記憶合金ワイ
ヤを引っ掛け，プーリの片方をお湯に浸けると，形状
記憶効果によりプーリが回転するものづくりを行っ
た。形状記憶合金を使った熱エンジンのものづくりの
一例を図1に示す。

2010年からは，「形状記憶合金でおもちゃを作ろう」
の内容を新たなテーマとしてとして加えた。このもの
づくりは，形状記憶合金ワイヤの電気抵抗が高い性質
を利用して，ばね形状に記憶された形状記憶合金に通
電を行うことで自己発熱が起こり，おもりが上下する
おもちゃである。図2は，形状記憶合金でおもりが上
下するおもちゃのものづくりの構成例である。

3．工作キット教材開発の経緯

形状記憶合金を使った工作キット教材の共同開発
は，愛知県大府市の形状記憶合金の加工・販売会社で
ある（株）吉見製作所から提案されたことがきっかけ
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図 1．形状記憶合金を使った熱エンジンのものづくり

―74―



北村 一浩

である。この工作キットは，夏休みの自由研究向けと
して企画された。共同開発は，2018年10月から北村
研究室の修士1年生1名と技術専攻の3年生3名，筆者
の北村でスタートした。開発会議は平均月2回のペー
スで行われた。開発会議では，吉見製作所の社員の方
と学生で工作キットのアイデア出しを行い，工作キッ
トの内容は大学版ものづくり教室の内容を基に開発を
行うことに決まった。共同開発を行った学生は，教育
実習の経験から，夏休みの自由研究で子どもがどのよ
うな工作を作りたいと思うかを考え，社員の方とアイ
デア出しを行った。また社員の方は，自由研究用工作
キットのニーズ調査を行った。学生は本共同開発によ
り，アイデア出しやニーズ調査，コスト計算，パッケー
ジデザインなどの製品化のプロセスを実際に体験し，
教材開発の貴重な経験を得た。

4．工作キット①「動け宇宙」の概要

工作キットの第一弾として，「動け宇宙」が2019年
7月に（株）吉見製作所から発売された。男の子は宇
宙に興味があることが多いため，第一弾は宇宙をテー
マにした内容となった。キットに入っている壁紙は，
月面を背景にスペースシャトルや宇宙飛行士が上下す
るテーマとなっている。その他の壁紙は吉見製作所の
ホームページからダウンロードすることができる。太
陽系やUFOの宇宙をテーマにした壁紙以外に，海や
草原，花畑などのテーマが用意されており，男の子以
外でも楽しめる内容となっている。キットには，形状
記憶合金ばね，鉄製おもり，磁石，シール付きアルミ
板，電池ボックス（電線付），チューブ，プラスチッ
ク容器，取扱説明書（形状記憶合金の解説，背景（飾
り付け用紙付き））が入っている。本キットの動作原
理を図3に示す。形状記憶合金ばねはプラスチック容
器の上部から吊るされており，ばね下部には鉄製のお
もりが接続されている。上下の電極の間は電線で電池
とつながっており，形状記憶合金ばねに直接通電を行
うことで，おもりが勢いよく飛び上がる。おもりが飛
び上がると，電流が流れなくなり，ばねが冷え，おも

りの重さでばねが伸びる。ばねが伸びると再び下部の
電極に接触し，再びバネが温められ，ばねが縮む。こ
の動作を繰りかえすことにより，おもりが上下する仕
組みになっている。工作キット①「動け宇宙」の外観
を図4に，キットに入っている部品を図5に示す。

5．工作キット②「ねんドル岡田ひとみのおどる
パンケーキ」の概要

工作キットの第二弾として，ねんどのデザインの監
修をたくさん行っており，ねんドルとして活動されて
いる岡田ひとみさんとのコラボレーションで，「ねん

図 2．おもりが上下するおもちゃのものづくり

図 3．工作キットの動作原理 2）

 
図 4．工作キット①「動け宇宙」の外観

 
図 5．工作キットに入っている部品
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ドル岡田ひとみのおどるパンケーキ」が発売された。
第二弾のキットは，第一弾のキットの部品の他に，キッ
チンをイメージした背景と，ねんどのレシピ（パンケー
キ，ミトン，お花，フライパン，オタマ，フライ返し，
泡立て器，時計）が入っている。このキットでは，形
状記憶合金で動く仕組みを作った後，レシピに従って
ねんどを作る。ねんどで作ったパンケーキは鉄製のお
もりの上に乗せ，そのほかのねんどは，キットの背景
に貼り付ける。図6に，工作キット②「ねんドル岡田
ひとみのおどるパンケーキ」の外観を，図7に完成し
た工作キットの外観を示す。

6．「動け宇宙」のものづくり教室の実践

第23回おおぶふれあいゼミナール（2019年7月20
日（土）～8月27日（火））の一環として行われた「親
子で学ぼう！形状記憶ラボ」において，工作キット第
一弾「動け宇宙」のものづくり教室が，おおぶ文化交
流の杜アローブギャラリーで8月9日（形状記憶合金
の日）と8月23日の2回行われた。8月9日の会には
筆者の北村が，8月23日の回には，北村ゼミの学生が
参加した。参加した学生は，ものづくり教室において，
工具の使い方などを小学生へ指導する経験を積むこと

ができた。図8に，8月9日に行われたものづくり教
室の様子を示す。

7．「ねんドル岡田ひとみのおどるパンケーキ」の
ものづくり教室の実践

2020年2月2日（日）「ねんど×かがく つくって学
ぼうin愛知教育大学」が，愛知教育大学美術第一実
習棟1階，工芸実習室で開催された。このイベントは，
吉見製作所と共同開発した工作キットの第二弾「ねん
どる岡田ひとみのおどるパンケーキ」の発売を記念し
て開催された。イベントは，午前と午後の2回行われ，
あわせて135人が参加した。ものづくり教室では，ま
ず岡田ひとみさんの指導で，工作キットのおもりの上
に乗せる可愛らしく美味しそうなねんどのパンケーキ
を製作した。次に，筆者の北村が形状記憶合金と工作
キットの動作原理について説明した。次に，社員の方
による工作キットの製作の説明が行われた。参加者は，
社員の方の説明をもとにキットを完成させた。キット
は，鉄製のおもりの上に，ねんどのパンケーキを乗せ

 

図 7．完成した工作キット②の外観 3）

図 6．工作キット②
「ねんドル岡田ひとみのおどるパンケーキ」の外観

図 8．「動け宇宙」のものづくり教室の様子 4）

図 9．愛知教育大学でのものづくり教室の様子
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完成となるが，ねんどが乾くまでの時間がかかるため，
キットの完成は自宅となった。ものづくり教室の様子
を図9に示す。

6．結　論

本稿では，地元企業と北村ゼミの学生及び筆者の北
村が共同開発を行った，形状記憶合金を使った工作キッ
ト教材の開発についての内容を紹介し，共同開発やも
のづくり教室での学生への教育効果について述べた。
今回の取り組みにより，学生は教材の製品化のプロセ
スを体験するとともに，開発した教材の効果をものづ
くり教室での実践を通して確かめる等の開発者とし
て，教員志望者として貴重な機会となった。
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